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11.  本書の問題意識

序章

本書の目的と構成

1.  本書の問題意識
　「今日は暑いなあ」「これ、おいしいね」というように、形容詞を用いて自
身の心情や人や事物の状態を表すことはごく日常的な言語活動である。それ
は、日本語に限ったことではなく、ほとんどの言語においても同様であろ
う。また、その形容詞を述語としてだけでなく、「静かに食べる」「美しく咲
く」のように副次的成分として用いることもごく日常的に行われる。日本語
でその副次的成分は連用形という活用形（屈折）によって表されるが、英語
では「silently」「beautifully」の「ly」のように接尾辞を付加するといった
派生によって表されることもある。また、韓国語では日本語の形容動詞にあ
たる語については「⽙ⶒ㹱」（静かに）の「㹱」のような副詞化接尾辞で、
日本語の形容詞にあたる語については「⳱❁፵」（美しく）の「፵」のよう
な副詞形語尾で表す。
　本書は、この形容詞の連用形の文中におけるふるまいを連用用法と呼び、
現代日本語における形容詞の連用用法を考察の対象とするものである 1。上で
簡単に述べたように、形容詞という品詞があること、形容詞が形態を変えて
副次的成分としてふるまうことはほかの言語でもあり得ることであり、それ
自体の理解にはそれほどの労力は要しないだろう。それにもかかわらず、外
国語の学習において、目標言語のそれを正しく使えるようになることは容易
であるとは言えない。そのことは次のような日本語学習者による作文の例が
示している。

1　後述のように、本書の対象は、副次的成分に限ったものではない。
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目　次 7

第1部
先行研究における形容詞と連用用法

　第 1部では、本書の考察対象である形容詞、及び、その連用

用法が先行研究の中でどのように論じられてきたかを整理する。

第 1章では、動詞、名詞との違いから形容詞の位置づけを考え

る。さらに、終止用法、連体用法、連用用法の 3用法がどのよ

うに扱われてきたかを整理する。第 2章ではこれまでの形容詞

研究の成果を概観する。従来の分類は終止用法における形容詞

のふるまいを中心としたものであった。本書では連用用法にお

ける形容詞のふるまいを考察する立場から、形容詞の分類の観

点を再考する必要性を提案する。連用用法における形容詞のふ

るまいを見る上で重要なものの 1つが形容詞の取る格である。

第 3章では、形容詞の取る格から見えるものを探る。第 4章で

は、文の成分としての形容詞連用形がこれまでの研究でどのよ

うに位置づけられてきたのかを考える。その上で、形容詞の連

用形のふるまいを捉える上で必要な連用用法の分類のあり方を

示す。
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1134.  本書の立場と分析の観点

第2部
連用用法における形容詞のタイプ

　第 1部では従来の研究において、形容詞がどのように捉えられ

てきたかを概観した。第 2部では、形容詞の連用用法を具体的に

考察していく。第 4章で示した通り、「～ガ～ヲ（形容詞連用形）

～スル」という外形を取る文を対象とする。第 2部では、どのよ

うな場合に連用用法が成り立つのか（あるいは成り立たないの

か）を記述し、それには形容詞のタイプが大きく関わることを示

す。ここでは、形容詞のタイプを 6つのテストを用いて定義づけ

る。このテストは、属性叙述文、感情表出文が成り立つかといっ

た文の類型を問うもの（テスト①③）や、感情表出文において対

象格を必須とするか（テスト②）、あるいは、属性叙述文におい

て照合基準格を必須とするか（テスト④）、適合基準格を取り得

るか（テスト⑤）、第三者を経験者格に取り得るか（テスト⑥）

といった格構造を問うものである。このように、第 2部では文

の類型や格構造から形容詞のタイプを抽出するという手法を取

る。その上で、それらの要素がなぜ連用用法の成り立ちやすさ

に関わるのかを明らかにすることを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　 例文凡例

 第 2 部の例文における「＊」は、非文であるという場合と、「外面的用法」あるい
は「内面的用法」のいずれかの解釈が説明されている場合に、そう解釈できない

場合の両方を含んでいる。文法的ではあるが、本文で言及している解釈が成り立

たない場合には♯を付すのが一般的ではあるが、内面的用法と外面的用法の違い

を問題にしている本章においては、混乱を避けるため、外面的用法について論じ

ている場合には「外面的用法」として解釈できないものについては、内面的用法

としての解釈が可能であっても、「＊」を付し、反対に内面的用法について論じて

いる場合には「内面的用法」として解釈できないものについては、外面的用法と

しての解釈が可能であっても、「＊」を付す。なお、「内面的／外面的」の解釈と

は別に、本文中で言及している解釈と異なる場合には「♯」を付している。
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2374.  連用用法に関わる要素のまとめ―形容詞と動詞とのインターアクション―

第3部
残された課題

　第 2部では形容詞のタイプが連用用法の成り立ちやすさに関

わることを明らかにした。第 3部では、連用用法の成り立ちや

すさに関わるその他の要因をほかの用法との対立を通して考え

る。第 1章で見た通り、形容詞には終止用法、連体用法、連用

用法の 3つがある。同じ事態を終止用法によって述べることも、

連用用法で述べることもできる場合に、どのような場合に連用

用法を選択するのだろうか。第 3部では 2つのケーススタディ

を通して日本語における連用用法の選択の特徴を考える。第 12

章では属性叙述における終止用法及び連用用法の選択条件を明

らかにする。次に、そのような用法間の選択は言語によって異

なる場合があるとの予想をもとに、第 13 章では韓国語との対照

を通して日本語における構文の選択の特徴を考える。




